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（申込数が定員を超え た場合は抽 選を行 い 、当選受付番号を ホ ーム
ページに発表 します。発表日などはホームページをご覧く ださい。 ）































推 鼠 坦 一 F 周 エ 一 扉薬 犯 足 農五十嘩精験
淀足還永論
知県雌決処英雄飛〈 読 み 〉原子炉実験
所創立五十周年ノ賦














中込方法． 当 日会場 lこお越しください。
詳細については、実験所ホームページをご覧ください。
(http://www.rri.kyoto-u.ac.j p/pr I eve nt_i ntro) 















で五十年の（成果の）障きを残してきた。とれには地道に積み重ねられてきた実験、原理原則を深く考え抜く思考、加えて研究者間 際限のない永 議論の数が々あったはずである、雌伏のない維飛というのはないのだから・・ 。
閣l曜l 今年、原子炉実験所開設so周年を迎え紙人生時灯、5 0年以ば、10年後の退職までの道筋も、川冊｜ 直罵｜ 騰げながら見えてくる頃です。 しかしながら、原子炉実験所 の1 0年後を想像するととは困難です。今回、アトムサイ画 面 エ ン対 四 時間究炉をは じ めとする各実験阪支の創設以来の歴 史跡J返る特集を組みました。 温故
晴彦｜｜薗r' I 知新ではありませんが、古きを知 ることで、今後の我々の進むべき道程を照らしてくれたらと考えました 。そんな大げ



























































































































































































































































































































































































ASK WORLDレポート ．． ．． 
割問同盟t Ill!#!-軍司 ・・ ・－m誌司，�，，官官孟冒� ・・ ・・
原子力安全基盤科学研究プロジェクトーー － ーー
インターンシップ留学生Belkacemi Lisaさん
Kon「1ichiha mina-san. I am Bellくacemi Lisa, a 20・years-old from 
France. I am a student of 4th year of materials 仁hemistry and 
engineering in the Polytechnic School of the University Pierre et 
Marie Curie, in. At first, I was very glad to be accepted as an 
1「1te「「1ship student of Research Program for Scientific Basis of 
Nuclear Safety in Kyoto U「1iversity Resear仁h Reactor Institute and I 
am grateful to my teachers' help for setting up the internship. I 
especially want to thank Prof. Yamana for ac仁epting to welcome 
me, Ms. Nakatani who took care of me every time, Drs. Uehara, 
Shibahara and Kubota for tea仁hi「19 me many things. Indeed, I had 
experimental for electrochemistry of uranium at hot laboratory 
using glove box and also 仁ould analyze some environmental 
samples taken f「om Fukushima prefecture with using mass 
spectrometers. In addition to the interesting experimentals, I had 
an oppo代unity to tour the nuclear rea仁tor room du「ing its 
operation at 5 MW. I realized that sciences contribute not only for 
studying and finding new things, but also providing safety and 
more仁omfortable life. 
I had a chance to taste a Japanese traditional pickle made of 
eggplant(mizunasu). when I was invited by a French woman in 
Kumatori city. It was so delicious that I will try to p「epare it by 
myself in Fran仁e. We enjoyed talking about cultural d1仔erences
between Japan and France as well as playing mahjong! 
I enjoyed wo門derful cities like Osaka, Kobe, Nara and Tokyo. It has 
been always said in Fran仁e that Japan is 仁onsisted of a harmony 
between traditions and technologies, and I found it is quite true 
and very impressive to see it by my own eyes. I had the chance to 
feel an historical atmosphere by visiting Osaka castle, and I was 
surprised at welトorganized character of Japanese people who 
make a line when they wait for trains at the station. 




















I even don’t feel homesick at any moment! 
I wish all students of internship 仁Ol」Id have the chance to study 
with so agreeable and warm hearted professional people. 
こんにちは。フランスから来た、ベルカセミ・リサ20歳です。ピ工－
lレ・工・マリ一・キューリ一大学の4年生で材料工学を学んでいます。
京都大学原子炉実験所に原子力安全基盤科学研究プロジ、エク卜の
インターンシップ留学生として受け入れていただきうれしく思い、ま
たサポ 卜いただいた先生方に感謝しております。山名教援には、と
ても暖かく迎え入れてくださって感謝しています。事務の仲谷さんに
は、生活面でサポー卜して頂きました。ホットラボラトリ では、グ
ロープ、ボックスを用いたウランの電気化学実験を上原先生に、福島
県で採取された環境試料の質量分析装置を用いた実験を芝原先
生、窪田先生にご指導いただきました。また、5メガワット運転時に研
究炉の炉室を見学する機会をいただきました。科学は、新しいととを
研究し発見するためだけではなく、より安全で快適な社会へと導くた
めのものであるととも実感しました。
熊取町在住のフランス人女性のお宅に食事にご招待頂いた時、日
本の昔からある茄子の漬物（水ナス漬）をいただきました。とてもお
いしかったので＼フランスで、も作ってみたいと思います。彼女とは日
本とフランスの文化の違いについて話し合ったりマージ、ヤンをしま
した。観光で京都、大阪、神戸、奈良、東京にも訪れました。フランスで
は、日本は伝統と技術の調和で成り立っていると言われていますが、
実際に見て、とても素晴らしく心に残りました。大阪城では日本の連
綿たる歴吏を感じ、駅では電車を待っときに1列に並ぶ日本人の九
帳面な性格に驚きました。
私は、実験所の皆さんの温かいサポートのおかげで、ホームシッ
クは全然感じません！
乙れからやってくる
インターンシップの学
生たちも、実験所のみ
なさんのように温かく
思いやりにあふれた研
究者の方々と研究する
ととができるよう切望
していますn
を目で見る霧箱工作実験ならびに潜望鏡やベンハムのコマ作りを
行う科学工作コーナーを設けました。また、同棟のロビーでは、原子
炉の模型や施設紹介のパ ネルの展示とともに、原子炉のしくみ・研
究内容の紹介ビデオコ ナーを設けました。
今後ともこのような機
会を通じて、地域住民の
方々を含む、より多くの
方々に、原子力とそれを
支える基礎的な科学へ
の理解の場を提供して、
原子炉実験所における
研究・教育活動について
ご理解とご協力が得られ
るよう努力いたします。
最後に、今回の一般公
開の開催にあたリご協力
くださいました皆様方に
感謝の意を表します。
